
四
国
電
力=
伊
方
原
発(

愛
媛

県
伊
方
町)

の
運
転
差
し
止
め

を
命
じ
た
広
島
高
裁
の
仮
処
分

決
定(

一
月
十
七
日)

を
受
け
、

四
国
四
県
の
日
本
共
産
党
と
県

議
団
、
白
川
よ
う
子
衆
院
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
比
例
候
補
ら
が
一
月

三
十
一
日
、
高
松
市
の
四
電
本

店
を
訪
れ
、
再
稼
働
を
断
念
し
、

廃
炉
と
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

た
。同

機
で
は
、
○
原
子
炉
か
ら

核
燃
料
取
り
出
し
準
備
作
業
中

に
制
御
棒
一
体
を
誤
っ
て
引
き

抜
く
（
一
月
十
二
日
）
○
使
用

済
み
燃
料
プ
ー
ル
で
燃
料
集
合

体
を
ク
レ
ー
ン
で
移
動
中
に
燃

料
落
下
の
警
報
発
報
（
二
十
日
）

○
停
電
発
生
で
外
部
電
源
供
給

が
停
止
（
二
十
五
日
）
と
深
刻

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
。

関
西
電
力=

大
飯
３
、
４
号

機(
福
井
県
お
お
い
町)

は
安
全

性
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
京

都
府
の
男
性
が
運
転
差
し
止
め

を
求
め
た
仮
処
分
申
請
の
即
時

抗
告
審
で
、
大
阪
高
裁(

山
下

郁
夫
裁
判
長)

は
三
十
日
、
男

性
の
即
時
抗
告
を
棄
却
し
た
。

男
性
側
は
、
規
制
委
の
元
委

員
長
代
理
の
島
崎
邦
彦
東
大
名

誉
教
授
（
地
震
学
）
が
大
飯
原

発
の
基
準
地
震
動
が
過
小
評
価

さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
を
も
と

に
、
安
全
性
を
欠
く
と
主
張
。

山
下
裁
判
長
は
、
基
準
地
震
動

が
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と

し
た
規
制
委
の
判
断
が
合
理
性

を
欠
く
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。

東
京
電
力
は
二
十
九
日
、
福

島
第
一=

２
号
機
タ
ー
ビ
ン
建

屋
地
下
に
た
ま
る
高
濃
度
の
汚

染
水
水
位
が
周
辺
地
下
水
の
水

位
を
超
え
た
と
発
表
し
た
。
汚

染
水
が
外
部
に
流
出
す
る
危
険

性
が
あ
る
異
常
事
態
。
東
電
は

建
屋
内
の
汚
染
水
を
く
み
上
げ
、

三
十
日
正
午
頃
に
水
位
逆
転
現

象
は
解
消
し
た
と
い
い
ま
す
。

東
電
は
降
雨
に
よ
る
建
屋
内
水

位
の
上
昇
と
み
て
、
流
入
ル
ー

ト
を
調
べ
て
い
る
。

関
西
電
力
は
二
十
九
日
、
高

浜
３
、
４
号
機(

福
井
県
高
浜

町)

に
つ
い
て
、
テ
ロ
対
策
施

設(
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施

設)
設
置
が
間
に
合
わ
な
い
た

め
、
八
月
、
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ

停
止
す
る
と
正
式
に
発
表
し
た
。

停
止
は
九
電=
川
内
１
、
２
号

機(

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市)

に

つ
づ
く
も
の
。

原
発
敷
地
内
に
保
管
す
る
化

学
物
質
が
地
震
等
で
タ
ン
ク
か

ら
漏
れ
て
有
毒
ガ
ス
を
発
生
す

る
お
恐
れ
が
あ
る
。
規
制
委
は

二
十
九
日
、
新
基
準
で
新
た
に

要
求
さ
れ
た
有
毒
防
護
に
関
し

て
、
六
原
発
の
設
置
変
更
申
請

を
許
可
し
た
。
高
浜
原
発
、
大

飯
原
発
、
美
浜
原
発
、
伊
方
原

発
、
玄
海
原
発
、
川
内
原
発
の

六
原
発
で
あ
る
。

日
本
原
子
力
発
電
は
二
十
八

日
、
運
転
開
始
か
ら
四
十
一
年

が
経
過
し
た
東
海
第
二
原
発

(

茨
城
県
東
海
村)

の
再
稼
働
へ

の
安
全
対
策
工
事
の
終
了
時
期

を
当
初
の
二
〇
二
一
年
三
月
か

ら
二
二
年
十
二
月
に
延
期
す
る

と
し
て
、
工
事
計
画
変
更
を
規

制
委
に
申
請
し
た
。

福
島
第
一
原
発
事
故
で
福
島

県
か
ら
東
京
都
内
な
ど
に
避
難

し
た
十
七
世
帯
四
十
七
人
の
住

民
ら
が
国
と
東
電
に
損
害
賠
償

を
求
め
る
東
京
訴
訟
第
一
陣
控

訴
の
第
二
回
口
頭
弁
論
が
二
十

四
日
、
東
京
高
裁(

大
段
亨
裁

判
長)

で
開
か
れ
、
原
告
の
鴨

下
全
生(

ま
つ
き)

さ
ん(

1
7
)

が

意
見
陳
述
。
八
歳
時
に
避
難
。

現
在
高
校
生
。
避
難
か
ら
現
在

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
語

り
、
「
被
害
を
都
合
よ
く
線
引

き
し
、
被
害
者
を
差
別
・
分
断

し
て
さ
ら
に
苦
し
め
て
い
る
」

と
国
を
批
判
し
た
。

東
電
は
十
九
日
ま
で
に
福
島

第
一
原
発
の
凍
土
壁
に
使
う
冷

却
材
が
四
個
所
で
漏
え
い
し
て

い
た
と
発
表
し
た
。

福
島
原
発
浪
江
町
津
島
訴
訟

(

今
野
秀
則
原
告
団
長
、
６
７

６
人)

の
第
二
十
七
回
口
頭
弁

論
が
十
七
日
、
福
島
地
裁
郡
山

支
部(

佐
々
木
健
二
裁
判
長)

で

開
か
れ
た
。
原
告
四
人
の
原
告

本
人
尋
問
。
原
告
の
一
人
は

「
原
発
事
故
で
人
生
は
大
き
く

変
っ
た
」
と
訴
え
た
。

No.371 第三種郵便物 げんぱつ 2020年2月25日（火）( 11 )

一
月
の
事
故

こ
の
間
の
読
者
拡
大
は
、
東

京
一
、
福
井
一
の
計
二
人
で
し

た
。購

読
打
ち
切
り
は
埼
玉
一
、

神
奈
川
一
、
長
野
一
、
京
都
一

の
計
四
人
で
し
た
。

読
者
の
拡
大
は
二
人

購
読
打
切
り
四
人

福
島
第
一=

２
号
機

高
濃
度
汚
染
水
位
が

地
下
水
水
位
上
回
る

原
子
力
規
制
委
員
会

有
毒
ガ
ス
対
策
で
六
原

発
に
設
置
変
更
許
可
…

四
電
に
要
請

伊
方
原
発
は
廃
炉
に

四
国
四
県
の
共
産
党

大
阪
高
裁

大
飯
原
発
運
転
差
止

め
即
時
抗
告
認
め
ず

高
浜
３
、
４
号
機

八
月
、
十
月
そ
れ
ぞ

れ
運
転
停
止
を
発
表

福
島
原
発
東
京
訴
訟

「
被
害
者
を
分
断
…
」

高
校
生
原
告
が
国
批
判

福
島
第
一
原
発

凍
土
壁
の
冷
却
材
の

漏
え
い
が
四
個
所
…

福
島
原
発
津
島
訴
訟

「
原
発
事
故
で
人
生
は

大
き
く
変
わ
っ
た
…
」

東
海
第
二
原
発

安
全
対
策
工
事
終
了

を
一
年
九
カ
月
延
期


